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研究成果の概要（和文）：家畜化経過を語る人動近接融合モデルの構築を試みた。近接要因としては、非畜産的精神的
支柱としての人と動物の接近が極めて重要だと結論された。ブタ群の半放牧やヤケイの多起源的人動接触などから、家
畜化初期の多様な資源確保が確実視された。アジア・インド洋圏における家畜化の複雑な要因と、野生原種の多様さを
組み込んだ新たなモデルを構築することが可能となった。

研究成果の概要（英文）：We tried to establish the model of relationships between human and livestock 
indicating the domestication process. We concluded that the domestication model should be based on the 
non-economic and spiritual factors among human, wild populations and livestock. From the data of grazing 
of semi-domesticated pigs and multiple approaches of human and jungle fowls, we suggest that various 
genetic resources might be introduced to the maintained populations in early stages of the domestication. 
In conclusion the model of relationships between human and livestock including complicated factors of 
domestication and variations of wild populations could be established.

研究分野： 家畜誌
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１．研究開始当初の背景 
家畜化は事象自体がイメージに描きにくい
ため、旧来、短絡的一面的な定義づけの元に
議論が進んできた。たとえば、伝統的には、
人為的繁殖制御を家畜化の定義に用い、要因
として食糧生産の安定化を強調してきた。し
かし、人為的繁殖制御は家畜育種学や集団遺
伝学が紙上に描く明白な一経過に過ぎず、人
家畜間の関係の成立についての付帯条件に
とどまる。また食糧生産という要因について
は、確かに家畜化・育種の普遍的な条件では
あるものの、家畜化の経過全体からすれば、
実際には人間は精神世界の潤いのために動
物を近接させることが圧倒的に多いと予測
される。そこで、学融合的アプローチによる、
人間と家畜の多面的理解が期待される状況
となっていた。 
 
２．研究の目的 
Human Animal Bond を基軸に据えた人動近接
融合モデルの構築を目的とする。家畜や野生
動物と現地社会の関係を自然科学と人文科
学の両面から解析し、調査現地での資料収蔵
継承システムの強化と資料情報の多国間共
有化を実現することを、研究目的の中心に置
く。海外学術調査として家畜化の根拠地であ
るアジア・インド洋圏を調査対象とし、現地
調査と現地で蓄積された資料解析により、家
畜化・育種における人間と動物集団の関係を、
説得力のある家畜化モデルとして提唱する
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は調査フィールドに赴き、飼育集団や
品種分化の形態学的・遺伝学的実態を精査し、
野生原種や狩猟対象動物の生理生態を検討、
狩猟誌資料を収集する。そして人や社会や文
化が、動物集団をどう認識し、それにどう働
きかけたかという問題を解明することを狙
う。人間が動物集団にどのように近接し、そ
れをどう人間社会と融合させていったかと
いう、動機と動態の解析であるといえる。地
勢、自然環境、時代、民族、言語、伝統、民
俗などの多様な絡み合いの中で、人間社会が
構築した対動物・家畜関係を解析・把握する
ことが究極目標となると同時に、数少ない実
行可能なデータ収集の手法でもある。そこで
三年間にわたり、家畜化・伝統的家畜育種の
根拠地といえるアジア・インド洋圏各国へ渡
航し、実際に家畜誌を調査する計画を整備し
た。学融合・リベラルアーツとして極力体系
にとらわれない調査手法を導入することを
心がけた。大別するならば、生物学・動物学・
畜産学的手法と、人文科学・人類学・農村社
会学的手法に分けられる。生物学においては、
形態学による家畜集団の適応特性を注視し
た。とりわけ、イノシシ・ブタ、セキショク
ヤケイ・ニワトリ、各種ウシ科反芻獣を主題
とした。それぞれの家畜に骨学・計測学的手
法を適用し、集団ごとの機能形態学的育種成

果を抽出することを狙った。集団間であるい
は野生原種近縁群との比較解析を手法に採
り入れて、検討を計画・実施することとなっ
た。また分子遺伝学による集団間変異の抽出
と集団に内在する変異の量的検討を企図し
た。他方、観察による行動生態学的検討では、
農村民の行動との比較分析を企図し、実施し
た。また、つねに狩猟対象獣や家畜と比較で
きる野生集団の基礎的データを、形態学と遺
伝学から追究することを考慮した。他方、人
文科学においては、イノシシ・ブタの南アジ
アにおける粗放的放し飼いを精査すること
を狙った。また、ベトナム、ラオス、タイに
おいては、家畜に対する価値観を民族間・地
域間・経済基盤間で比較総合し、アジア・イ
ンド洋圏での家畜存在と飼育、利用、繁殖制
御などに対する価値観の解析を計画・実行し
た。一方、家畜誌の起源的部分と現在進行的
部分の双方で、動物考古学のデータ収集を計
画した。トルコをはじめとする西アジアにま
で拠点を広げ、反芻獣やブタの初期の飼育、
狩猟との関係を精査することを目的として、
発掘調査を企図した。ベトナムにおける家畜
の形態学的変遷の調査を組み入れた。またア
ジア・インド洋圏に対し日本列島を比較対象
とし、島嶼隔離された家畜とその関連動物集
団が、どのような成長パターンや食性変化を
生じるかを、出土物の硬組織微細観察・化学
分析を含む手法により検討する計画を立て、
実施することとした。これら実際の分析と総
合のほかに、本課題は当該地域での標本資料
の安定的収蔵を目指すインベントリー確立
を骨子に置いている。経済状況の厳しい途上
国群ではあるが、ベトナム、ラオス、インド
ネシア、タイ、バングラデシュ、スリランカ、
トルコに確固たる研究拠点を整え、今次さら
には今後の研究体制の基盤構築を狙った。 
 
４．研究成果 
人動近接融合モデルの構築のため、学融合的
検討を推進した。生物学的・畜産学的手法と
しては、機能形態学と行動生態学による検討
を進めた。アジア・インド洋圏全般にわたり、
とりわけニワトリとブタ、反芻獣を中心とす
る家畜・家禽のデータ収集が進捗した。ニワ
トリに関しては、原種セキショクヤケイの現
地におけるインベントリーづくりに成功し、
インドシナ地域およびバングラデシュの原
種集団の多大な骨計測データ収集が可能と
なった。またインドネシア・ジャワ島におけ
る予備的調査も終了した。ベトナム、ラオス、
インドネシアのセキショクヤケイの基礎的
なデータが揃いつつあり、家禽化・品種形成
に伴う生物学的、特に機能形態学的なアイデ
ンティティに関し、自演環境への適応を示唆
する詳細な結論が得られている。またベトナ
ムの在来家禽については現地での飼育を伴
う形態・生態・生理学的検討に成功し、成長
データの収集体制を確立した。頭骨の研究と
しては、イノシシおよび各種キジ科とニワト



リの脳頭蓋を中心とした比較三次元形態学
を推進することができた。また、家畜化に伴
う脳頭蓋と顔面頭蓋の変化の意義が高い精
度で語れるようになったといえる。行動生態
学においてはニワトリの飼い馴らしについ
ての知見をベトナム農村部で得ている。テレ
メトリーやGPSによる定量的データ化の準備
が完了している。また、実験的には、ニワト
リとウズラの発生・成長パターンの比較を取
り入れ、今後の家畜化の共通因子を探る試み
を行った。一方、人文社会科学的には、バン
グラデシュにおけるブタ集団と人間の人類
生態学的研究が遂行され、ブタとヒトの早期
の関係作りを検証することができた。同地の
ヤギ集団については、集団ごとの特性の把握
が進展している。さらに、動物考古学の観点
から、ヨルダンの遺跡出土骨、琉球諸島のイ
ノシシのサイズ変異、日本における出土ウマ
骨格の検討を進めることができた。また、家
畜化に関連し、人に近接する野生集団の動静
をモデルに取り入れるために、シカ、クマ、
キリン等を用いて、集団間の遺伝学的・形態
学的変位の抽出を試みた。これらを総合し、
人動近接融合モデルの新規構築に成功した。
同モデルは従来のものよりもはるかに複雑
な育種動機を前提とするものとなった。とく
に人側の精神性の介在が大きな新規着目点
である。またほとんどの家畜集団で、多起源
的家畜化論・育種論が成り立ちつつあるため、
単一かつ早期家畜化に特化した家畜化モデ
ルを破棄し、複雑な動機と要因、現在進行的
な人・家畜と野生集団の双方向的やり取りを
モデルに組み込むことが重要となった。総合
して、新しい家畜観の創生のための新しいモ
デル構築に成功したといえる。今後アジア・
インド洋圏のみならず、さまざまな地域との
多面的比較によって、家畜化の全体像がより
明瞭な理論として成立してくることが期待
される。 
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